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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１および第２の方向において第２のＷＴＲＵとの通信のために時間－周波数（ＴＦ）
リソースを使用して無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）において実行される方法であっ
て、
　前記ＷＴＲＵによって、前記第２の方向における通信と関連付けられた情報を取得する
ステップと、
　前記ＷＴＲＵによって、前記第２の方向における前記通信と関連付けられた前記取得さ
れた情報に基づいて、前記第１の方向における前記通信のための１つまたは複数のＴＦリ
ソースをＴＦリソースミューティングまたはシンボルミューティングするステップと
　を備えたことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第１の方向における前記通信のための１つまたは複数のＴＦリソースの前記ＴＦリ
ソースミューティングまたは前記シンボルミューティングする前記ステップは、（１）前
記ＷＴＲＵによって、前記第２の方向における前記通信と関連付けられた前記取得された
情報に基づいて、前記第１の方向における前記通信のための前記１つもしくは複数のＴＦ
リソースと関連付けられた１つもしくは複数のサブフレームを短縮することと、または（
２）ミュートされることになる前記１つもしくは複数のＴＦリソースと関連付けられたＴ
Ｆ位置において複数のＴＦリソースをマッピングすることを回避するようにレートマッチ
ングすること、のうちのいずれかを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の方向における前記通信と関連付けられた前記情報は、前記第２の方向におけ
る前記通信に対する（１）１つもしくは複数の復調基準信号、（２）１つもしくは複数の
制御チャネル、（３）１つもしくは複数のリソース要素、または（４）１つもしくは複数
のリソースブロック、のうちのいずれかの優先度または相対優先度を含み、
　前記方法は、
　前記優先度または前記相対優先度に基づいて、ミュートされることになる前記第１の方
向における前記通信のための前記１つまたは複数のＴＦリソースと関連付けられた対応す
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るＴＦ位置を決定するステップをさらに備え、
　前記ＴＦリソースミューティングまたは前記シンボルミューティングする前記ステップ
は、前記第１の方向における前記通信のために前記対応するＴＦ位置において前記１つま
たは複数のＴＦリソースをミューティングすることを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　１つまたは複数のサブフレームを、全二重（ＦＤ）ＴＦリソースを含む、ＦＤサブフレ
ームとして設定するステップと、
　前記第１および第２の方向における前記通信が、（１）周波数において重複し、または
（２）前記第１の方向における前記通信の第１の周波数もしくは第１の周波数帯域が前記
第２の方向における前記通信の第２の周波数もしくは第２の周波数帯域の閾値内にある時
間間隔が確立されるように、前記第１の方向における前記通信の少なくとも一部を送信し
ている間に、前記第２の方向における前記通信の少なくとも一部を受信するように前記Ｗ
ＴＲＵを構成するステップと
　をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つまたは複数のＴＦリソースの前記ＴＦリソースミューティングまたは前記シン
ボルミューティングする前記ステップは、
　（１）（ｉ）ブランキング動作、（ｉｉ）パンクチャリング動作、（ｉｉｉ）レートマ
ッチング動作、もしくは（ｉｖ）送信電力制御動作、のうちのいずれかを介して前記１つ
もしくは複数のＴＦリソースをミューティングすること、
　（２）（ｉ）ゼロ電力レベル、（ｉｉ）閾値レベル未満である非ゼロ電力レベル、もし
くは（ｉｉｉ）前記第２の方向における前記通信と関連付けられた対応するＴＦリソース
の電力レベルに対する電力レベルのうちのいずれかに、前記第１の方向における前記通信
と関連付けられた前記ＴＦリソースのサブセットの間もしくはサブセットの中で送信電力
レベル（ＴＰＬ）を調整すること、または
　（３）複数のＴＦリソースの第１のサブセットに対する第１のＭＣＳおよび前記複数の
ＴＦリソースの第２のサブセットに対する第２のＭＣＳのインジケーションを受信し、前
記受信されたインジケーションに基づいて、前記ＴＦリソースの前記第２のサブセットの
送信電力レベルに対する異なるレベルに前記ＴＦリソースの前記第１のサブセットの送信
電力レベルを設定し、ならびに前記受信されたインジケーションに基づいて、前記第１の
ＭＣＳを前記ＴＦリソースの前記第１のサブセットに対するＭＣＳとして、および前記第
２のＭＣＳを前記ＴＦリソースの前記第２のサブセットに対するＭＣＳとして設定するこ
と、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　判定された結果として、サブフレームが潜在的に自己干渉サブフレームであるかどうか
、または潜在的に近隣干渉サブフレームであるかどうかを判定するステップをさらに備え
、前記１つまたは複数のＴＦリソースの前記ＴＦリソースミューティングまたは前記シン
ボルミューティングする前記ステップは、前記判定された結果に従っていることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ミュートされることになる前記１つまたは複数のＴＦリソースを含む複数のＴＦリソー
スに信号をマッピングするステップをさらに備え、前記第１の方向における前記通信のた
めの前記１つまたは複数のＴＦリソースの前記ＴＦリソースミューティングまたは前記シ
ンボルミューティングする前記ステップは、前記１つまたは複数のＴＦリソースと関連付
けられたＴＦ位置において前記マッピングされたＴＦリソースをパンクチャリングするこ
とを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数のＴＦリソースの前記ＴＦリソースミューティングまたは前記シン
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ボルミューティングする前記ステップは、（１）閾値よりも高い前記第１の方向における
送信電力、（２）閾値を上回る前記１つもしくは複数のＴＦリソースのトランスポートブ
ロックサイズ（ＴＢＳ）、（３）閾値を上回る前記１つもしくは複数のＴＦリソースの変
調および符号化スキーム（ＭＣＳ）パラメータ、（４）閾値を上回る前記１つもしくは複
数のＴＦリソースの冗長バージョン、ならびに／あるいは（５）（ｉ）１つもしくは複数
の特定のＴＦ位置、（ｉｉ）周波数帯域の中心部分における１つもしくは複数のＴＦ位置
、（ｉｉｉ）前記周波数帯域の境界部分における１つもしくは複数のＴＦ位置、（ｉｖ）
特定のサブフレーム、（ｖ）前のサブフレームにおけるシグナリングもしくはインジケー
ションに対するサブフレーム、（ｖｉ）特定のシンボル、または（ｖｉｉ）前のシンボル
におけるシグナリングもしくはインジケーションに対する特定のシンボル、のうちにいず
れかに位置する前記１つもしくは複数のＴＦリソース、のうちのいずれかが条件とされる
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の方向における前記通信と関連付けられたミュートされることになる前記１つ
または複数のＴＦリソースは、サブフレームの１つまたは複数の部分にマッピングされ、
前記方法は、前記第１の方向における前記通信のために、前記サブフレームの１つまたは
複数の異なる部分で、前記ミュートされたＴＦリソースまたは、前記ミュートされたＴＦ
リソースのサブセットと関連付けられた１つまたは複数の信号または基準信号（ＲＳ）を
シフトされたＴＦ信号として送信するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項１０】
　（１）前記第１の方向における前記通信の前記１つもしくは複数のＴＦリソースと関連
付けられた１つもしくは複数の論理チャネルに対するサービス品質（ＱｏＳ）パラメータ
、（２）前記第１の方向における前記通信のための前記１つもしくは複数のＴＦリソース
と関連付けられた再送信の回数、および／または（３）前記第１の方向における前記通信
と関連付けられた前記１つもしくは複数のＴＦリソースが前記第１の方向における前記通
信の再送信に対するものであるかどうか、のうちのいずれかに基づいて、前記第１の方向
における前記通信と関連付けられた前記１つまたは複数のＴＦリソースに対する１つまた
は複数の優先度を決定するステップをさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記第１の方向における前記通信と関連付けられた前記１つまたは複数のＴＦリソース
に対応する前記第２の方向における前記通信に対するＴＦ位置においてＴＦリソースと関
連付けられた１つまたは複数の優先度を決定または検出するステップをさらに備え、
　前記ＴＦリソースミューティングまたは前記シンボルミューティングする前記ステップ
は、前記第１の方向における前記通信および前記第２の方向における前記通信に対する対
応するＴＦ位置と関連付けられた前記ＴＦリソースの相対優先度に基づいていることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　第１および第２の方向における通信のために時間－周波数（ＴＦ）リソースを使用する
ように構成された無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　全二重通信を送信および受信するように構成された全二重送信機／受信機ユニットと、
　前記第２の方向における前記通信と関連付けられた情報を取得し、および、
　前記第２の方向における前記通信と関連付けられた前記取得された情報に基づいて、前
記第１の方向における前記通信のために、１つまたは複数のＴＦリソースをＴＦリソース
ミュートまたはシンボルミュートする
　ように構成されたプロセッサと
　を備えたことを特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、（１）前記第２の方向における前記通信と関連付けられた前記取得
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された情報に基づいて、前記第１の方向における前記通信のために前記１つもしくは複数
のＴＦリソースと関連付けられた１つもしくは複数のサブフレームを短縮し、（２）サブ
フレームを有する前記ミュートされたＴＦリソースと関連付けられた１つもしくは複数の
信号もしくは基準信号（ＲＳ）を、シフトされる前記１つもしくは複数の信号もしくは基
準信号（ＲＳ）の送信の前に同一のサブフレーム内でミュートされない他のＴＦリソース
にシフトし、または（３）（ｉ）ゼロ電力レベル、（ｉｉ）閾値レベル未満である非ゼロ
電力レベル、もしくは（ｉｉｉ）前記第２の方向における前記通信と関連付けられた対応
するＴＦリソースの電力レベルに対する電力レベルのうちのいずれかに、前記第１の方向
における前記通信と関連付けられた前記ＴＦリソースのサブセットの間もしくはサブセッ
トの中で送信電力レベル（ＴＰＬ）を調整する、かのいずれかで構成されていることを特
徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記第２の方向における前記通信と関連付けられた前記情報は、前記第２の方向におけ
る前記通信に対する、（１）１つもしくは複数の復調基準信号、（２）１つもしくは複数
の制御チャネル、（３）１つもしくは複数のリソース要素、または（４）１つもしくは複
数のリソースブロック、のうちのいずれかの優先度または相対優先度を含み、
　前記プロセッサは、
　前記優先度または前記相対優先度に基づいて、ミュートされることになる前記第１の方
向における前記通信のための前記１つまたは複数のＴＦリソースと関連付けられた対応す
るＴＦ位置を決定し、および、
　前記第１の方向における前記通信のために前記対応するＴＦ位置において前記１つまた
は複数のＴＦリソースをミュートする
　ように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記全二重送信機／受信機ユニットおよびプロセッサは、（１）ブランキング動作、（
２）パンクチャリング動作、（３）レートマッチング動作、または（４）送信電力制御動
作、のうちのいずれかを介して前記１つまたは複数のＴＦリソースをミュートするように
構成されていることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記全二重送信機／受信機ユニットは、複数のＴＦリソースの第１のサブセットに対す
る第１のＭＣＳおよび前記複数のＴＦリソースの第２のサブセットに対する第２のＭＣＳ
のインジケーションを受信し、
　前記プロセッサは、
　前記受信されたインジケーションに基づいて、前記ＴＦリソースの前記第２のサブセッ
トの送信電力レベルに対する異なるレベルに前記ＴＦリソースの前記第１のサブセットの
送信電力レベルを設定し、ならびに
　前記全二重送信機／受信機ユニットからの前記受信されたインジケーションに基づいて
、前記第１のＭＣＳを前記ＴＦリソースの前記第１のサブセットに対するＭＣＳとして、
および前記第２のＭＣＳを前記ＴＦリソースの前記第２のサブセットに対するＭＣＳとし
て設定する
　ように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記プロセッサは、
　ミュートされることになる前記１つまたは複数のＴＦリソースに信号をマッピングし、
および
　前記１つまたは複数のＴＦリソースと関連付けられたＴＦ位置において前記マッピング
されたＴＦリソースをパンクチャリングする
　ように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、（１）前記第１の方向における前記通信の前記１つもしくは複数の



(5) JP 2017-504259 A5 2018.2.15

ＴＦリソースと関連付けられた１つもしくは複数の論理チャネルに対するサービス品質（
ＱｏＳ）パラメータ、（２）前記第１の方向における前記通信のための前記１つもしくは
複数のＴＦリソースと関連付けられた再送信の回数、および／または（３）前記第１の方
向における前記通信と関連付けられた前記１つもしくは複数のＴＦリソースが前記第１の
方向における前記通信の再送信に対するものであるかどうか、のうちのいずれかに基づい
て、前記第１の方向における前記通信と関連付けられた前記１つまたは複数のＴＦリソー
スに対する１つまたは複数の優先度を決定するように構成されていることを特徴とする請
求項１２に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１９】
　前記プロセッサは、
　前記第１の方向および前記第２の方向における前記通信に対するＴＦ位置と関連付けら
れた１つまたは複数の相対優先度を決定または検出し、ならびに
　前記第１の方向における前記通信および前記第２の方向における前記通信に対する対応
するＴＦ位置と関連付けられた前記ＴＦリソースの前記相対優先度に基づいて、前記１つ
または複数のＴＦリソースをミュートする
　ように構成されていることを特徴とする請求項１２に記載のＷＴＲＵ。
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